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まず、1:東北・関西での備蓄拠点の構想を検討するために想定する医療機器・資材・有事内容を検討した。その後、
2:流通備蓄拠点の整備に向けた要件・課題等をヒアリング調査にて収集した。その後、3:重要観点等についての追加
意見収集・分析をアンケート調査にて行い、4:目指す姿(案)の作成・課題の整理を行った。

1. 想定医療機器・資材・
有事内容の検討

4.目指す姿(案)の作成・
課題の整理

2.流通備蓄拠点の
整備に向けた

要件・課題等の収集

3.重要観点等についての追加
意見収集・分析

• 後続の調査において、流通備
蓄拠点整備に向けた課題や要
件をケーススタディ的に収集でき
るよう、後続調査の際に俎上に
挙げる医療機器や想定される
有事を整理する

[方法]
 有識者ヒアリング

• 左記で整理した医療資材や医
療機器の必要量を整理する

• 上記の必要量が医療現場に
共有されるために、流通備蓄
拠点に求められる要件と、当該
要件を満たすための課題を収
集・整理する

[方法]
 有識者ヒアリング（東北、関西

10名ずつ程度)
 有識者検討会での検討

• 左記で整理した課題や要件を
踏まえて、他に重要な観点が
無いか（見落としている点が無
いか）を東北・関西エリアの医
療者等を中心に、アンケート調
査にて収集し、整理する

[方法]
 有識者検討会での検討
 アンケート調査

• これまでの調査結果を踏まえて
以下をエリアごとに整理する
 流通備蓄拠点の要件
（代表的な医療資材や医療
機器について、流通備蓄拠点
における適正在庫量を含む）

 流通備蓄拠点の整備に向
けた課題

[方法]
 これまでの調査結果を踏まえた

整理を踏まえて、有識者検討
会で検討

1.事業概要

2.事業アプローチ
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 機器の備蓄ではなく、情報共有に基づく機器の流動性の確保
 過去の震災、パンデミックにおいて医療機器の不足により医療サービスの提供が滞った事例は限定的であり、備蓄在

庫を確保というよりも、医療機関で稼働していない医療機器の地域間での流動性をどのように実現するかを重視する。
 通信や情報が遮断された過去の事例では、技師コミュニティと地元事業者による情報共有が効果的に機能したため、

平時に培われた人的ネットワークの活用が不可欠。
 想定外のことが起こる有事の際には、状況に応じ、臨床現場で対応を検討し意思決定をする場面が多く発生する。

よって柔軟性のあるシンプルな仕組みの構築を想定する。

 有事においては、レンタル機器を差配
 自施設が保有する機器を有事において他施設に貸し出す場合、医療機関としては、貸し出した機器に関する取扱

い説明や壊れた際の補償、返却依頼のやり取り、返却時のセッティングなど医療機関の手間が多い。
 そこで、レンタル機器を有事における差配の対象とする。

 福島県の広い土地と中核市が点在している地理的な特性を考慮し、モノの移動は最小化
 医療機関同士は物理的に離れている。
 平時における物理的なモノの移動の抑制により配送コストを抑制し、民が主体となる事業の実現性を高める。

 多種多様な機種への対応
 医療機器、特に人工呼吸器においてはメーカーごとにより操作方法や設定方法が様々である。
 過去の有事の際に、操作したことのない人工呼吸器を取り扱うケースが想定される。
 有事の際は、各医療機関が使い慣れている機器が支援されることが理想的である。使い慣れない機器の使用は事

故等のリスクが懸念される。

福島モデルを検討するにあたり、目指すコンセプトとして以下のことが挙げられた。

3.調査経過-福島エリア

1.目指す姿のコンセプト
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ヒアリングの目的
• 目指す姿の具体化
• 備蓄拠点の実現性を高めるために解決すべき課題の抽出
• 課題に対する対応策(案)の整理

ヒアリグ対象

医療機関 • 臨床工学技士（医療機関12/27）
• 看護師（医療機関12/27）

臨床工学技士 • 神戸医療産業都市推進機構（12/27）
• 京都府臨床工学技士会（1/28）

医療機器卸販売事業者 • 京都府内医療機器卸業者 3社(12/27）

メーカー • 人工呼吸器メーカー 2社（1/23,24）

レンタル • レンタル事業者 1社(1/23）

輸送・倉庫 • 輸送企業 1社(1/23）

調査項目
次頁参照

京都モデルの目指す姿の具体化及び課題の整理の抽出のために、各分野の有識者を対象にヒアリング調査を行った。

4.調査経過-京都エリア

1.調査概要
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第1回調査検討委員会で取り上げられた論点に対してヒアリングで得られた意見は以下のとおり。

#平/有 論点分類 論点の詳細 ヒアリングで得られた意見 事務局の考察

8 有事 差配の際の
責任分解

差配を行った際に、
差配先の医療機関
で、万が一機器が故
障した場合の責任は
差配元、差配先でど
のようになるか

• 入庫出庫、納入時の検品など移動毎に動作確認をすることになっ
ているため、適否の判断が成されたタイミングで責任の所在が変わ
る（臨床工学技士、医療機関、医療機器販売業）

• 例え、使い慣れていない機種であっても、受け入れた以上は受け
入れた医療機関の責任になるのではないか。（臨床工学技士）

入出庫、納入時の
検品によって責任
の所在が明らかに
なる

9 多様なメー
カーの機器
の利用

多岐に渡る人工呼
吸器が有事の際に差
配されてきた場合、
CEや看護師は対応
することが可能か。ど
うすれば対応可能か。

• CEMCがどのメーカーの機器を取り扱うことができるかという認証を
看護師やCEに与える制度が必要ではないか。（医療機関）

×教育機能で対応
• 機器の使い方を学べる定期的（年に1回程度）な機会があり、

その上で有事においてはさらにリモートでも構わないので横に使い
方を指導できる人がいれば、普段使っていない人工呼吸器であっ
ても使えるだろう。（医療機関CE、看護師）

×教育機能で対応

平時から、認証
（ライセンス）取
得のための教育、
定期的な学習会
の開催
（教育機能を設け
る)

4.調査経過-京都エリア

4.ヒアリング調査結果(4/4)
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4.調査経過-京都エリア

7.アンケート調査結果(まとめ)(1/4)

回答医療機関のうち40機関で、人工呼吸器の保守点検を外部委託しており、ここがCEMCの保守点検業務として考
えられる領域の一つ。

年間の
保守点検

回数

1回以上実施
年間保守点検
72機関合計

回数

全551台の1
台当たりの点検

回数

38 or 40機関
の1機関あたりの
年間点検回数

地域全体で推定される
合計回数

（200機関）

院内 38機関/72機関 1,200回 2.2回 31.6回 3,333回

外部 40機関/72機関 201回 0.4回 5.0回 558回

ポテンシャル①
保守点検外部委託分を
CEMCに置き換え

➡詳細次項
40機関/72機関の
内訳を確認
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